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　福島の原発事故を෩Խさせないためにはどうすればよい
のであΖうか。子どもたちに原発事故についてԿを、どの
ように伝えるべきであΖうか。
　教ࢣとして、親として、年長者としてこれらの課題に対
して、「これだ！」というಓےをなかなかݟいだせないํ
がଟいのではないだΖうか。そのようなํ々に、大きな手
ֻかりと༐ؾを༩えてくれるのが本書である。
　本書は、福島第一原発事故以降のଟ༷でਅ᎜な教育の取
り組みを、実践者自らが紹介したものを中৺にߏ成されて
いる。例えば、福島ݝ܊ࢁࢢのখ学校教་・ஐ೭氏は、์
ࣹઢや์ࣹ性෺質のාさを子どもたちにわかりやすく伝え
るために『みんなで๷͝うほうしΌせん』という࡭子を作
り、そのテΩスτを活༻しながら教ࢣと子どもたちが対話
をਐめることで、子どもたちがࢥ考をਂめつつਖ਼֬な஌ࣝ
を਎につ͚ていく༷子を紹介している。ࡔ内氏はకめくく
りで์ࣹઢඃമにともなうࠩผの問題を取り上げ、「これ
らは『ಓಙ』としてのࢹ఺だ͚でղ決できるものではあり
ません。（中ུ）ਖ਼֬なσーλと実ࡍのঢ়گをௐࠪ、ൺֱ
して科学的に分ੳし、理ղしていくことでしか、この問題
はղ決できません」とड़べ、さらに、子どもたちが「਎に
つ͚た஌ࣝを޿げ、࢖いこなす大人΁と成長」させていく
ように指導することが教ࢣの໾ׂであると໌言している。
　福島大学のޙ౻೜氏は、福島原発事故を౿まえてվగさ
れた文部科学লの෭ಡ本も、事故の事実や教܇がे分に൓
өされたものとなってないことから、大学の同྅とともに
2013年に『์ࣹઢとඃばくの問題を考えるための෭ಡ本〜
lݮࢥ力zを๷͗、൑断力・൷൑力をは͙くむために〜』をץ
行したことを報ࠂするとともに、教育にお͚る情報のެฏ
性がॏ要であることを、෭ಡ本の日ಠൺֱなどを例にڍげ
て論じている。そして、ޙ౻氏らの൷൑をड͚て文部科学
লの෭ಡ本が2014年に࠶౓վగされ、ෆެฏ性がかなりվ
ળされたことを、いくつかのมߋهड़例をڍげて紹介して
いる。本書もおそらくそのような໾ׂを果たすものとࢥわれ
るが、ࠃの原子力政ࡦのޡっている఺をきっちりと指摘しଓ
͚ていくことが、やがては大きなస׵をもたらすՄ能性をੜ
み出すということを、ޙ౻氏らの活動は教えてくれている。
　ਆށঁ学Ӄ大学のੴ઒߁޺氏は、2012年からのθϛのテ
ーϚを原発・エネルギー問題にઃఆし、原発やエネルギー
に関するٙ問を学ੜに分୲してௐべさせて発දさせるとと
もに、2012年には福Ҫ΁、2013年、2014年には福島に଍を
運び、ଟくの関係者から話をฉくことで学ੜたちが成長し
ていったことを報ࠂしている。ੴ઒氏の報ࠂをಡみ、「な
るほど、ࢲもͥͻਅࣅてみよう」とࢥったことは、学ੜた
ちにϑィールυϫークを通して関係者のੜの੠をௌいて൑
断させることと、ࣾ会の中で大人としての੹೚を果たすこ
とを求め、ҙݟを求め
るときに、「大人とし
て、੹೚あるҙݟをड़
べてください」といっ
た問いを組みೖれてい
るという఺である。学
ੜにੜの੠をฉくܦݧ
をさせることと、੹೚
ある大人であることを
求めଓ͚ることは、原
発事故を෩Խさせͣ、
ਖ਼しいエネルギー政ࡦ
を学ੜたちに導き出さ
せるうえでۃめてॏ要であると感じさせられた。
　ຑ෍大学のখۄහ໵氏は、日本環境教育学会が福島原発
事故ޙに、「原発事故のはなし」授業Ҋ作成ϫーΩンググル
ープをཱち上げ、「原発事故の事実をਖ਼֬に伝え、問題のղ
決をともに考える教育プログラϜ」を作成するにࢸったܦ
Ңと、作成した授業Ҋ『原発事故のはなし̍』『同̎』『同３』
の内容を紹介している。ಛに、ᶃ紙ࣳډ、ᶄϑΝクτγーτ、
ᶅスライυࢿྉ、ᶆロールプレイからߏ成されたγϛϡレ
ーγϣン教材「ւลଜのະདྷはʁ」（『原発事故のはなし３』
所載）がどのようなͶらいとಛ௃を࣋ち、授業実践でどの
ように༻いられたのかについてৄしく紹介している。
　本書には上هのほかにも、三Ӝढ़彦氏による福島ݝ教৬
һ組合の取り組みと์ࣹઢ教育の実践事例の紹介、ޙ౻ོ
ج氏による福島ݝཱ૬അ高校์ૹہの震災ޙの活動の紹
介、上條௚ඒ・八木ѥل両氏による開発教育協会の取り組
みが紹介されている。これらの授業実践や取り組みはଟ༷
であるが、いͣれにも෭題にある「ESDを通じた学び」が
ࠜఈにଘࡏしており、その学びのํ法として課題の発ݟか
らղ決に向͚てओ体的、協ಇ的に学ぶアクティブ・ラーニ
ングが࠾༻されている఺が஫໨される。
　例えば三Ӝ氏は、খ学校̑年ੜશһにઢྔܭを഑෍し、
॓題として༷々な場所のઢྔをଌఆ・ه࿥させて感૝を書
かせたことで、์ࣹઢに対する஫ҙがബれか͚ていた子ど
もたちにվめてҙࣝをשىできたことを紹介している。ま
たޙ౻氏は、૬അ高校์ૹہのੜెたちが、『今、伝えた
いこと（Ծ）』というԋܶ作඼の੍作・上өと、そのޙの
活動やԼڃੜ΁のܧঝのաఔで、自らが๰͗出した言葉を
さらにݚ͗੅ましていったことなど、ੜెの成長の姿を紹
介しつつ、ސ問の౉部教་がอってきた「ੜెと対話をし
た͚れど、作඼作りに手を出さなかった」という関係性が、
ੜెの自཯的な学びをଅしたとड़べている。
　「共にੜきることのできるެਖ਼な஍ٿࣾ会ͮくり」を໨指
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して参加型のアクティビティを次々と提示してきた開発教育
協会が3.11以降どのような取り組みをしてきたかについて、
上條・八木両氏は協会が作成した教材『グローバル・エク
スプレス〜東日本大震災』や『もっと話そう！エネルギーと
原発のこと』の内容と実践結果を紹介している。それらの教
材作成・実践からの総括として、「答えのない問いに向かっ
て共に学んでいく姿勢が求められている」と指摘している。
　2014年11月に文部科学大臣が中央教育審議会に対して次
期学習指導要領について諮問を行い、その諮問文の中にア
クティブ・ラーニングという言葉が４回も登場していたこと
が、学校教育の世界では大きな話題になっているが、アク
ティブ・ラーニングとはまさにこのような学びなのだという
ことを、本書の授業実践や取り組みは具体的に示している。
　本書は序章で編者である阿部治氏がESDと福島第一原
発事故の関係を論じ、巻末では長年チェルノブイリの支援
活動を行ってきた河田昌東氏、福島の避難所の運営支援に
携わっている天野和彦氏を交えた三氏による座談会が掲載
されている。序章において阿部氏は、東日本大震災以降の
教育に求められている育むべき力を整理し、「これらのこ
とは、ESDを通して育む能力にほかなりません。また、そ
の手法はアクティブ・ラーニングをベースにしていること
から、ESDとは親和性が高い教育活動です」と断言してい
る。まったく同感である。
　巻末の座談会も示唆に富む発言が少なくない。例えば天
野氏は、避難所の子どもたちから届いた、大人たちが決ま
りを守らないことを指摘した匿名の手紙を取り上げて、大
人たちの〈ぶれ〉が子どもたちにより大きな〈ぶれ〉とな
って現れることを紹介している。「どう伝えるか」というこ
との中にはテクニカルな事柄以上に大人たちの「姿勢」が
問われていると言えよう。また河田氏は、情報が溢れてい
る今日、「自分で考えるより、権威のある学者や政府が言
うことを信じざるを得ない」環境になっているので、「震
災や災害時に自分の頭で考える力を養う、そういう体質を
つくるための教育」が求められていると指摘している。ま
さに「自分の頭で考える力をどう養うか」ということこそが、
これからの教育においてはより大きな課題となっていると
言えよう。（合同出版、2015年３月、184頁、2,000円＋税）
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